
 

専門研修「発達障害者支援（演習）」 

【 日 時 】 

【第 1回】令和 3年 11 月 5 日（金）9：00～17：00 

            29 日（月）9：00～12：30 

【第 2回】令和 4 年 1 月 7 日（金）9：00～17：00 

24 日（月）9：00～12：30 

【 会 場 】 特別区職員研修所 

【受講者数】 【第 1回】53 名 【第 2回】51 名 

【 講 師 】 

まめの木クリニック・発達臨床研修所 臨床心理士 

【第１回】楠田 絵美 氏、石塚 祐衣 氏 

【第２回】福田 英子 氏、庄司 敦子 氏 

【研修内容】 

＜目的＞ 

発達障害のある人及びその家族に対する様々な問題に関して、事例演習を通

して支援策を習得し、対応力の向上を図る。 

＜内容＞ 

①「子どもの発達の捉え方と発達障害の理解」(講義)  

②「保護者サポートとペアレント・トレーニング、 

ティーチャーズ・トレーニング」(講義) 

③「ティーチャーズ・トレーニング①」(演習)  

・子どもの行動を３種類に分ける 

・肯定的な注目の与え方 

・効果的な指示の出し方① 

④「ティーチャーズ・トレーニング②」(演習) 

・１日目の内容を職場で実践した結果の共有 

・効果的な指示の出し方② 

【受講生の声】 

・ＡＤＨＤ、ＡＳＤそれぞれの特性や対応について、具体的な例を挙げ、より分

かりやすく知ることができました。 

・それぞれの子どもに様々な個性や特性があり、背景にある理由を理解するこ

とで、子ども一人ひとりに合った対応に繋がると学びました。 

・子どもに伝わりやすいコミュニケーションの仕方を学ぶことができました。 

・具体的な子どもへの関わり方を学ぶことができ、今後もとても役に立つと思

います。 

・ロールプレイをすることで、実際にどう行うといいか、イメージがつきまし

た。 

 

＜ロールプレイの様子＞ 
 


